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【背景・目的】 

共働き世帯やひとり親家庭の増加により、夏休みや冬休みなどの長期休暇中は、子供がひとり、家で

過ごす時間が増える状況にある。 

そこで、学校では経験できない多様な体験機会である長期休暇中に、学校や教育委員会、ボランティ

ア等が連携し、学習と体験活動が両立する居場所をつくり、地域の子育て支援に寄与することを目的と

する。 

 

【事業内容】 

実施内容：学習と体験活動の機会を提供する「BG塾」の実施 

実施期間：2022年 7月～2023年 3月 

実施場所：海洋センター等 

対象：小学 1～6年生 

実施センター：90ヵ所（新規 23ヵ所、継続 67ヵ所）   

参加人数：小学生延べ 8,661人 

サポーター数：1,393人 

 

【実施場所一覧】 

 

 

（1）内容詳細 

①多様なプログラムの実施 

 財団からの活動支援金を活用し、海レクやスポーツに留まらず郷土学習や料理教室等、地域の特色を

活かした様々なプログラムを実施した。 

№ 県名 センター名 № 県名 センター名 № 県名 センター名
1 青森県 南部町(5) 31 北海道 せたな町(3) 61 愛媛県 新居浜海洋クラブ(2)
2 秋田県 由利本莊市由利(5) 32 青森県 鶴田町(3) 62 大分県 豊後高田市真玉(2)
3 宮城県 大崎市松山(5) 33 千葉県 香取市小見川(3) 63 鹿児島県 長島町(2)
4 宮城県 蔵王町(5) 34 石川県 志賀町富来(3) 64 鹿児島県 大崎わんぱーくクラブ(2)
5 福井県 大野市(5) 35 静岡県 御前崎市(3) 65 鹿児島県 天城町(2)
6 山口県 周防大島(5) 36 滋賀県 野洲市中主(3) 66 鹿児島県 錦江湾海洋クラブ
7 北海道 積丹町(4) 37 岡山県 赤磐市吉井(3) 67 鹿児島県 南大隅町佐多
8 福島県 塙町(4) 38 岡山県 津山市加茂(3) 68 北海道 大空町女満別(1)
9 千葉県 鋸南町(4) 39 広島県 東広島黒瀬(3) 69 北海道 函館水産高等学校海洋クラブ(1)
10 富山県 砺波市(4) 40 香川県 三木町(3) 70 宮城県 石巻ひたかみ水の里クラブ(1)
11 富山県 富山市八尾(4) 41 熊本県 湯前町(3) 71 山形県 徳良湖クラブ(1)
12 兵庫県 豊岡市出石(4) 42 鹿児島県 阿久根市(3) 72 新潟県 糸魚川市能生(1)
13 兵庫県 南あわじ市南淡(4) 43 北海道 剣淵町(2) 73 栃木県 那須烏山市南那須(1)
14 鳥取県 鳥取市佐治町(4) 44 北海道 大空町東藻琴(2) 74 埼玉県 幸手市(1)
15 鳥取県 北栄町(4) 45 宮城県 川崎町(2) 75 神奈川県 湘南バディ冒険団海洋クラブ(1)
16 島根県 松江市松江(4) 46 宮城県 加美町中新田(2) 76 長野県 大町市(1)
17 広島県 安芸高田市高宮(4) 47 福島県 小野町(2) 77 長野県 生板村(1)
18 広島県 北広島町芸北(4) 48 茨城県 龍ヶ崎クラブ(2) 78 三重県 伊賀市大山田(1)
19 広島県 東広島市安芸津(4) 49 茨城県 石岡市(2) 79 三重県 伊賀市阿山(1)
20 香川県 高松市国分寺(4) 50 神奈川県 HONKI　Universityクラブ(2) 80 兵庫県 豊岡市竹野(1)
21 愛媛県 松山市中島(4) 51 石川県 白山市鶴来(2) 81 兵庫県 芦屋市(1)
22 佐賀県 太良町(4) 52 三重県 大紀町大内山(2) 82 愛媛県 今治市朝倉(1)
23 大分県 中津市耶馬渓(4) 53 三重県 大台町(2) 83 島根県 浜田市三隅(1)
24 大分県 由布市挟間(4) 54 滋賀県 米原市山東(2) 84 島根県 雲南市加茂(1)
25 熊本県 玉名市岱明(4) 55 滋賀県 高島市(2) 85 山口県 長門市日置(1)
26 熊本県 長洲町(4) 56 徳島県 牟岐町(2) 86 香川県 オリーブアイランド海洋クラブ(1)
27 鹿児島県 与論町(4) 57 兵庫県 宍粟市千種(2) 87 大分県 国東市武蔵(1)
28 鹿児島県 さつま町(4) 58 兵庫県 養父市おおや(2) 88 長崎県 南島原市加津佐(1)
29 鹿児島県 奄美市笠利(4) 59 島根県 江津市桜江(2) 89 鹿児島県 いちき串木野市(1)
30 北海道 小平町(3) 60 高知県 YASUクラブ(2) 90 鹿児島県 あくね夢まち海洋クラブ(1)
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●プログラム例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の高校生と SDGｓ教室 プールカヌー教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工作 勉強風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚のつかみ取り体験 海水の実験風景 

 

②幅広いサポーターの参画 

 センター職員や BG指導者だけでなく、教員 OBや学生、総合型スポーツクラブ、自治体の他部署、

地元企業など組織の垣根を超えた、様々な人材に協力してもらうことができ、地域全体で子供を育てる

意識の醸成につながった。 
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●サポーターの属性について 

  センターにアンケートを実施したところ、全サポーター数は 1,393人となり、平均 15名、最大 95

名の活用が見られた。 

 

③参加者について 

 ●参加者にアンケートを取ったところ、学年や性別に関しては以下のグラフの通り。（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●長期休暇中の過ごし方に関する設問に対しては、以下の結果となった。（図 3～10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 参加者の学年 割合 

 

図 2. 昨年の夏休みと比べて、早寝早起きの

正しい生活が送れたかどうか 

 

図 3. 昨年の夏休みと比べて、友達と遊ぶ回

数のが増えたかどうか 
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図 8. 昨年の夏休みと比べて、勉強で難しい

ことはわかるようになったか 

図 6. 昨年の夏休みと比べて、家で一人で 

   過ごす時間が減ったかどうか 

 

図 7. 昨年の夏休みと比べて、夏休みの宿題

を計画的に行えたかどうか 

図 4. 昨年の夏休みと比べて、勉強する 

時間が増えたかどうか 

 

図 5 昨年の夏休みと比べて、初めて体験した

ことは増えたかどうか 

図 9 昨年の夏休みと比べて、好きなもの 

は増えたか 
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④保護者の反応について 

 

 ●当事業参加者の、一部保護者にアンケートをとったところ、長期休暇中の子育てに関する設問等に

対して以下の結果となった。（図 11～12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11. 子どもが学校に行かない長期休暇期間中に困ること 

【参加者の感想】一部抜粋 

 

・みんなと川遊びや流しそうめんができて、 
楽しかったです。また BG塾があるときは 

いけたらいいなと思います。 

 

・ごはんがすごくおいしかったです。あと
みんなでたのしく鬼ごっこがとかして楽
しかった。来年も行きたい。 

 

・普段あまり勉強ができない英語の時間が
とても勉強になってよかった。宿題も計
画的にできたし、夏休みでも友達にあえ
てとても楽しかったです。 

図 10. BG塾は楽しかったか（5段階評価） 

⇒参加者満足度 90％ 
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図 13. 総合的な満足度（5段階評価） 

⇒保護者満足度 87％ 

【保護者の感想】一部抜粋 

 

・普段親だけではさせてあげられない体
験ができました。 

 

・宿題を毎日やっていたので、早めに終
わらせることができました。また、生活
リズムも崩れることなく生活できてよか
ったです。 

 

・夏休みの長期休業期間は家で留守番さ
せるのが心配な為、預けることができて
とても助かりました。 

 

・水に触れること、山に触れること、人
と触れ合うこと、沢山触れ合うことがあ
ると思います。先生方も少ない中、子ど
もの事故のことなども心配だと思いま
す。先生方には本当に感謝しています。
ありがとうございます。 

図 12.  子どもとその保護者の変化 


